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姉妹誌本誌編集主幹，対談に登場
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■『検査と技術』2017 年（12 冊）（2 冊の増刊号を含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料（送料弊社負担）：

冊子版：本体 23,500 円＋税
冊子＋電子版/個人：本体 28,500 円＋税
電子版/個人：本体 23,500 円＋税

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「人の心に寄り添う医療人になる」「検査と技術」誌注目の連載

【本連載の形式】　各界で著名な先生方への山
さん

藤
どう

賢
まさる

先生（昭和医療技術専門学校学校長）のインタビュー（対談）にて，
組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーション，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者
さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきます．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつな
がりの部分を，心の“共振のポイント”として解説を加えていただきます．

【本連載の紹介】
第 １回	� 「医療人としての感性を高める〜「感じる」を「信じる」，そし

て「考える」〜ということ」　　山藤　賢
第 ２〜４回	 「自分を信じる，仲間を信じる」
	 佐々木則夫（プロサッカー監督）×山藤　賢
第 ５，６回	 「伝統と革新を生きる」
	 市川染五郎（歌舞伎役者，俳優）×山藤　賢
第 ７〜９回	� 「万物は渋滞する〜「行動，言葉，思考，人，社会」流れを止

めない〜」　　
	 西成活裕（東京大学先端科学技術センター）×山藤　賢
第 10〜12 回	 「一瞬の無限〜いまここにある「いのち」」
	 戸高雅史（登山家，野外学校 FOS代表）×山藤　賢
第 13 回	 「日本語表現法・思考法（コミュニケーションスキル実践編）」
	 坂本　聰（有限会社考学舎代表取締役）×山藤　賢

　山藤：高木先生は，私の昭和大学医学部時代
からの恩師であると同時に，昭和医療技術専門
学校でも，開校時から教育に携わっていただい
ております．現在，昭和大学では，医学教育学
教授として医学教育の最前線でご活躍されてお
り，臨床検査技師教育におきましては，臨床検
査技師国家試験委員長もお務めになられまし
た．また「検査と技術」誌では，長きにわた
り，編集委員，編集主幹をお務めになっており
ます．本年度をもって，これらの任を終了され
るということもありまして，この連載の 1年間
の総括として，またこれからの医学・臨床検査
技師教育について思うことを本日お聞きできれ

ばと思い，お時間を頂戴いたしました．高木先
生，どうぞよろしくお願いします．私は緊張し
ております（笑）
　高木：（笑）．よろしくお願いします．
　編集室：高木先生，まずはこれまでのこの対
談を読んでくださった中で，何か印象に残った
ようなことがありましたらお教えください．
　高木：どの方もその道のスペシャリストです
ね．この連載を読んで，哲学的な要素がかなり
入っていて，人としてどう生きたらいいかとい
うところが根底にある対談だなぁと思いまし
た．これは，臨床検査技師にとっても，人とし
ての根底にあるものですね．それぞれの先生が
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昭和大学医学教育学教授・卒後臨床研修センターセンター長
「検査と技術」誌編集主幹
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高木　康（たかぎ　やすし）氏 プロフィール
1951年，山梨県生まれ．昭和大学医学部，同大学院修了．1980年，同大学助手（臨床病理），臨床病理学教
室医局長に就任．米国スクリップス研究所留学を経て，1986年，昭和大学助教授（臨床病理）に就任．2002
年より，同大学医学部医学教育推進室室長，臨床検査部部長（～2007年 3月），卒後臨床研修センターセン
ター長，2003年より昭和大学医学部教授（医学教育推進室）を務める．昭和大学学長補佐（教育改革及び IR推
進担当）を経て，2016年から昭和大学副学長．所属学会は，日本臨床検査医学会，日本臨床検査専門医会，日
本臨床検査標準協議会，日本医学教育学会など多数．厚生労働省臨床検査技師国家試験委員長，同省医道審
議会「医師国家試験改善委員会」「医師国家試験基準検討委員会」委員をはじめ，教育関連の委員経験も多い．

第 14 回

日本人らしい臨床検査技師とは

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．
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